
町税 予算額：9億4,251万円
決算額：9億6,339万円

18億9,196万円
自主財源は28％

予算額：1億3,226万円
決算額：1億3,507万円

決算のココに注目!!歳出

歳入決算のココに注目!!

決
算
報
告

　
白
川
町
で
は
第
６
次
総
合

計
画
に
よ
る
ま
ち
の
将
来
像

と
し
て
『「
活
力
」
を
カ
タ
チ

に
　
み
ん
な
の
思
い
が 

活
き

る 

つ
な
が
る 

広
が
る
ま
ち 

白

川
町
』
を
設
定
し
、「
５
つ
の

基
本
目
標
」
に
沿
っ
て
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
白
川

町
で
暮
ら
す
皆
さ
ん
が
共
に

手
を
携
え
、
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
を
実
現
す
る
た
め
、

安
定
的
で
効
率
的
な
行
政
運

営
と
健
全
な
財
政
の
運
用
に

努
め
て
い
ま
す
。

　
今
月
号
で
は
、
令
和
5
年

度
の
予
算
が
ど
の
よ
う
に
活

用
さ
れ
た
の
か
、
決
算
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

令
和
5
年
度

町税の内訳　町税や使用料、財産収入な
ど、自主的に収入できる財源
は「自主財源」と呼ばれており、
令和5年度の自主財源は18億
9,196万円で前年度に対して
10％増加。主にふるさと納税
などの寄付金が増加の要因と
なっています。

　下記の円グラフは、歳出決算を行政目的別に表したものです。民生費は、
福祉や子育て、社会保障などを行うもので全体の20％を占めています。
総務費は、全般的な事務経費やまちづくり、新庁舎整備などに関する経
費になります。
　消防費は、消防や防災に関する経費で、前年度より17%の増加となって
おり野原消防詰所建築工事が主な要因となっています。
　令和5年度決算は前年度と比較すると、歳入・歳出とも減少となってい
ますが、大きな要因として、新型コロナウイルス感染症対策等の事業費が
減少になったことがあげられます。

こ
こ
に
注
目
!

●
特
別
会
計
の
決
算

　
特
別
会
計
は
保
険
料
や
使
用

料
な
ど
、特
定
の
収
入
に
よ
っ
て

行
う
事
業
の
た
め
に
、一
般
会
計

と
区
分
し
た
会
計
の
こ
と
で
す
。

　
左
の
表
で
は
、白
川
町
が
持
つ

５
つ
の
特
別
会
計
の
決
算
状
況

を
報
告
し
ま
す
。

68億2,096万円
（予算額：70億7,880万円）

歳入（収入）
64億4,596万円
（予算額：70億7,880万円）

歳出（支出）

固定資産税

町民税

軽自動車税

町たばこ税

5億6,955万円

3億1,014万円

3,286万円

2,996万円

9億4,251万円

5億8,551万円

3億1,343万円

3,426万円

3,019万円

9億6,339万円

区分 予算額 決算額

地方交付税
予算額：30億1,996万円
決算額：30億1,996万円

国庫支出金
予算額：6億4,352万円
決算額：5億6,523万円 

県支出金
予算額：5億917万円
決算額：4億6,483万円

交付金 予算額：2億3,712万円
決算額：2億3,712万円

地方譲与税

財産収入 予算額：4,460万円
決算額：4,246万円

議会費 予算額：6,298万円
決算額：6,183万円

災害復旧費等 予算額：9,033万円
決算額：6,288万円

寄付金 予算額：6,481万円
決算額：6,461万円

町債
予算額：6億5,225万円
決算額：5億680万円

その他 予算額：3億1,093万円
決算額：2億9,982万円 

農林水産業費
予算額：5億8,709万円
決算額：5億5,044万円

教育費
予算額：7億7,891万円
決算額：6億9,424万円

消防費
予算額：3億2,891万円
決算額：3億552万円

商工費
予算額：2億6,102万円
決算額：2億2,015万円

土木費
予算額：5億4,310万円
決算額：4億2,352万円

民生費
予算額：14億6,589万円
決算額：13億7,277万円

総務費
予算額：15億1,098万円
決算額：14億157万円

衛生費
予算額：7億2,991万円
決算額：6億3,371万円

公債費
予算額：7億1,968万円
決算額：7億1,933万円

会計名 歳入(収入) 歳出(支出) 収支差引額

9億3,783万円 

5億2,424万円 

1億8,207万円 

12億5,834万円 

1億5,447万円 

9億1,093万円 

4億7,631万円 

1億6,013万円 

11億5,195万円 

1億5,184万円 

2,690万円

4,793万円

2,194万円

1億639万円

263万円

国民健康保険特別会計

簡易水道特別会計

地域振興券交付事業特別会計

介護保険特別会計

後期高齢者医療特別会計
合計

繰越金
予算額：5億2,167万円
決算額：5億2,167万円

＜一般会計＞

＜一般会計＞

ポ
イ
ン
ト
!
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令和 5 年度 決算報告

　令和４年度に引き続き新庁舎建設事
業や新型コロナウイルスの影響で物価
高騰に対する支援事業を行ったほか、
新校舎の建設に向けた基本計画・基本
設計の策定などを行いました。
　令和5年度に行った事業を抜粋して
紹介します。

　
地
方
自
治
体
の
財
政
の
健
全
化
を
表
す
、４ 

つ
の
財
政
指

標
で
あ
る
実
質
赤
字
比
率
・
連
結
実
質
赤
字
比
率
・
実
質
公

債
費
比
率
・
将
来
負
担
比
率
と
公
営
企
業
の
資
金
不
足
比
率

の
結
果
を
公
表
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
は「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る

法
律
」に
よ
り
、町
議
会
へ
の
報
告
と
町
民
の
み
な
さ
ん
へ

の
公
表
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。指
標
が
国
の
示
す
早

期
健
全
化
基
準
、財
政
再
生
基
準
な
ど
の
基
準
を
超
え
た
場

合
に
は
、財
政
健
全
化
計
画
を
策
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。白
川
町
で
は
、す
べ
て
の
指
標
で
基
準
を
ク
リ
ア
し
て

お
り
財
政
状
況
は
健
全
と
言
え
ま
す
。

令和５年度の

主な事業

\ こんなことをやりました! /

①実質赤字比率

②連結実質赤字比率

③実質公債費比率

④将来負担比率

⑤資金不足比率
（簡易水道特別会計）

〈各指標〉 健全

黄信号 赤信号●財政の健全化を示す指標を公表

黒字のため比率なし

黒字のため比率なし

10.0％

該当なし

黒字のため比率なし

15%

20% 30%

35%

20%

20%

25%

財政運営の悪化の度合いを示す指標。まちづくりや福祉、教育を行う一般会
計などの赤字額の程度を表している。

①実質赤字比率

町全体としての財政運営の悪化の度合いを示す指標。全会計の赤字や黒字を
合算して得られた町全体の赤字額の程度を表している。

②連結実質赤字比率

借金の返済率を表す指標。数値が小さいほど良好で、25％を超えると不健全
とされている。

③実質公債費比率

将来負担すべき実質的な負担の標準財政規模を基本とした額に対する比率。
数値が小さいほど良好で、350％を超えると不健全とされている。

④将来負担比率

公営企業の資金不足を、公営企業の事業規模である料金収入の規模と比較し
て指標化し、経営状態の悪化の度合いを示すもの 。

⑤資金不足比率（簡易水道特別会計）

●
基
金
は
約
5
億
円
増
加

　
基
金
は
、
家
計
で
い
う
貯
金

に
あ
た
り
、
白
川
町
の
基
金
は

前
年
度
と
比
較
し
て
増
加
し
て

い
ま
す
。
近
年
、特
定
目
的
基
金

の
増
加
割
合
が
大
き
く
、
そ
の

要
因
と
し
て
、
新
庁
舎
整
備
の

た
め
の「
庁
舎
整
備
基
金（
令
和

５
年
度
現
在
高
は
約
14
・
5
億

円
）」と
、
学
校
な
ど
を
整
備
す

る
た
め
の「
教
育
施
設
整
備
基

金（
令
和
５
年
度
現
在
高
は
約

７
・
２
億
円
）」の
積
立
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

　
白
川
町
で
は
、
将
来
に
わ
た

り
安
定
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
た
め
、
計
画
的
な
基

金
の
積
立
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
町
債
は
約
３
億
円
減
少

　
町
債
は
、公
共
の
施
設
を
建
設

す
る
事
業
や
災
害
復
旧
に
関
す

る
事
業
な
ど
単
年
度
に
多
額
の

資
金
が
必
要
と
な
る
事
業
の
財

源
と
す
る
た
め
に
、県
知
事
の
同

意
を
得
て
、国
や
銀
行
な
ど
か
ら

借
入
れ
す
る
資
金
で
す
。町
債
に

よ
り
支
出
と
収
入
を
年
度
間
で

調
整
で
き
る
た
め
、現
世
代
と
将

来
便
益
を
受
け
る
後
世
代
と
で

負
担
を
分
散
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
元
利
償
還
金
の
ほ
と
ん
ど
が

地
方
交
付
税
と
し
て
国
か
ら
補

填
さ
れ
る
町
債
も
あ
り
、白
川
町

で
は
財
政
負
担
が
極
め
て
少
な

い
町
債
を
選
択
し
て
、白
川
町
に

と
っ
て
有
利
な
町
債
の
活
用
が

で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

■ 

一
般
会
計
　
50・１
億
円

■ 

簡
易
水
道
特
別
会
計
　
21・６
億
円

0
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50
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90
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簡易水道特別会計 一般会計（億円）

（年度）

町債の推移

悪化

350%

■ 

財
政
調
整
基
金
　
８
億
円

 

突
発
的
な
災
害
や
緊
急
を
要
す
る
経
費
に
　 

　備
え
る
基
金

■ 

減
債
基
金
　
０・９
億
円

 

町
債
の
償
還
の
増
加
に
備
え
る
基
金

■ 

特
定
目
的
基
金
　
34・４
億
円

 

特
定
目
的
の
た
め
の
経
費
に
備
え
る
基
金

（億円） 特定目的基金 減債基金 財政調整基金

基金の推移（一般会計のみ）

0
5

10
15
20
25
30
35
40

（年度）R1 R2 R3 R4 R5

45

　令和3年度から本格的に始動した新庁舎建
設事業。令和5年度には、工事発注に向けた実
施設計を作成し、その実施設計に基づき、令和
6年3月に工事契約となりました。現在、庁舎
建設工事が順調に進んでいます。
　令和6年9月14日には一般町民向けの現場
見学会が開催されました。今後も、工事の進捗
に合わせて見学会を開催していきます。

庁舎建設事業
実施設計の策定を経て、本体工事に着手

　白川町河東地内に「野原消防詰所」が完成し
ました。この施設は、既存の消防詰所の老朽化
や消防団員の確保問題などを背景に、消防団
第2分団の再編を踏まえて、白川北地区の新た
な消防団活動拠点として整備されました。地
域の「安心」と「安全」を守るために、重要な役
割を果たします。

消防施設整備事業
新たな拠点完成、野原消防詰所

　社会経済情勢の変動における燃料価格や食料等の物価高騰に対応した支援事業を前年度に引き
続き実施しました。また、緊急経済対策事業として、地域の生活・経済の活性化のため、地域振興券の
交付事業や、水道料の基本料金減免など国の交付金を活用した事業を実施しました。

燃料価格高騰・物価高騰の対策事業
振興券や給付金、水道料金の免除などで支援

小・中学校一貫教育推進事業
新校舎建設の基本計画・基本設計を策定

　令和9年4月開校予定の施設一体型小・中学校の校舎建設に係る基本計
画・基本設計を策定しました。基本計画・基本設計では、新校舎の規模やイ
メージ、配置・構造計画などについて、有識者や学校関係者で組織する「新
しい学校づくり検討委員会」の意見等を取り入れながら協議を深めまし
た。あわせて現白川中学校校舎のアスベスト調査や耐力度調査のほか土質
調査など、新校舎建設に向けた調査業務を行いました。令和6年度には、実
施設計業務を行い、更に具体的な設計業務を進めています。

広報しらかわ　Vol.753 2024 ／ 10 . 015 4


